
事務事業評価シート（事後評価）
事業コード 事務事業名 所管部課

施策コード 施策名 施策目標

年度 （ ）

事業費(A)

国庫支出金・都支出金

地方債

その他 （ ）

一般財源

所要人員(B)

人件費(C)=平均給与×(B)

臨時職員等賃金(C')

総コスト(D)=(A)+(C)+(C')

単位当たりコスト

(E)=(D)/ （ ）

事業開始時期

用地買収率

工事の整備率

安1-2 道路・交通の整備

　当該地区から東側の都道へのアクセス道路である市道118号線（田無第四中学校南
側）拡幅用地測量を平成21年度に開始するに当たり、用地測量説明会を実施する。

都内26市のサービス水準との比較
（平均値、本市の順位など）

各市でまちづくりの状況に応じて実施している。

市民・関連団体等の意見
（アンケート結果など）

0 0 8

代替・類似サービスの有無

道路・交通を整備し、市民の日常生活における利便性、安全性の向上をめざしま
す。

《指標の説明・数値変化の理由　など》

事
業
環
境
等

特になし

0 0 8 0

0二
次

目標値 ％

実績値 ％

0 8 19 0

0 7 15 20一
次

目標値 ％

実績値 ％

18年度 19年度 20年度 21年度

0 94 0

《指標の説明・数値変化の理由　など》
平成19年度　水道局用地（123㎡）の取得、土地開発公社先行取得用地の買戻し（434㎡）
平成20年度　市道118号線歩道整備（254㎡）、公社より買戻し（589㎡）　市道118号線の一部の拡幅（歩道の整備）が平成21年3月に完了して、交通開放をした。
平成21年度　市道226号線拡幅用地買収予定（42㎡）、　公社より買戻し予定（394㎡）

19年度 20年度 21年度

①用地買収面積 実績値 ㎡ 557 843 42

評
価
指
標
の
設
定

活動等指標 単位 18年度

②施工延長 実績値 ｍ

成果指標 単位

225,240

用地買収面積 千円 #DIV/0! 239 342 5363

千円 0 133,215

千円 0 4,135

千円

0.50 0.50

288,725

9,480 94,370 49,280

4,083 4,083

69,540 46,442 131,877

0.50

143,830 40,000

19年度 20年度 21年度

千円

0 129,080 284,642 221,157

50,060

実施形態

事
業
費
デ
ー
タ

項　　目 単位 18年度

財
源
内
訳

道路建設負担金

人

0

8-2-6 向台町三丁目･新町三丁目地区地区計画関連周辺道路整備事業 都市整備部　道路建設課

事
務
事
業
の
概
要

事務事業の目的 根拠法令等

　旧IHI工場跡地の開発に伴う人口及び交通量の増大が予想されており、開発区域内道路にアクセスする周辺道
路の整備を地域住民から強く求められていることを踏まえ、日常的に利用する生活道路として、安全快適な道路空
間の確保を目指し、歩行者空間のネットワーク化と車両交通の円滑化を図るため、当該周辺道路の整備を進める。

事業内容・実施方法等／補助の概要：補助団体の概要（団体名・団体の活動内容・補助金の活用内容等）、補助金の概要（国・都
基準の有無・対象者拡大の有無・上乗せ補助額・市単独補助額）等　　※該当する予算事業名・節目を明記する

　市道118･224･226･2362号線の歩道設置並びに道路拡幅整備について、都費補助(市町村土木費補助)及び開発事業者の建設負担金を財源
の一部に充てて実施する。
　予算費目　8.2.3　向台町三丁目・新町三丁目地区地区計画関連周辺道路整備事業費

平成19

法律

条例・規則

要綱・要領

政令・省令

  上

  中

  下

  有

  無

直営 委託 補助 その他



事業コード 事務事業名 所管部課

施策コード 施策名 施策目標

【一次評価】

Ｃ

【二次評価】

Ｃ

【行革本部評価】

行革本部評価

受益者負担
の適切さ

3

市民ニーズ
の把握

2

3

3

2

検証項目

Ａ

Ｂ

3

3

3

3
直接のサービ
スの相手方

事業主体
の妥当性

事業の
必要性

事業の優先
度（緊急性）

3

安1-2 道路・交通の整備
道路・交通を整備し、市民の日常生活における利便性、安全性の向上をめざ
します。

8-2-6 向台町三丁目･新町三丁目地区地区計画関連周辺道路整備事業 都市整備部　道路建設課

○検証項目、評価の判断理由
○事業実施上の課題や今後改善すべき点等

　ＩＨＩ跡地開発に伴い、既に商業施設及び戸
建住宅は完成しており、今後、大規模マンショ
ン、病院等、さらに都市型産業地区の整備が
見込まれる。
　開発事業に伴う都市構造の変化に応じて、
安全で快適な道路交通環境の整備が重要で
あり、引き続き、現在の狭隘な周辺道路の整
備に取り組まれたい。

評価の判断理由及び事業実施上の課題や今後改善すべき点等

　本事業は、旧ＩＨＩ工場跡地の開発に伴い進行している都市型産業の整備による都市構造の変化に対応して、
該当地区の道路交通環境の整備を行うものであり、必要性が認められることから、地権者に対して十分な説明を
行いながら、引き続き実施すべきと考える。

Ｂ

直接のサービ
スの相手方 3

事業内容等
の適切さ

事業内容等
の適切さ

Ａ

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

市民ニーズ
の把握

検証項目

受益者負担
の適切さ

一次評価
○検証項目、評価の判断理由
○事業実施上の課題や今後改善すべき点等

ランク

3

　開発地区内の商業施設が平成21年４月に完成し
てオープンをしており、また、共同住宅エリアに予
定している中高層マンション（約800世帯）が平成２
２年度に完成予定であり、狭い周辺道路の拡幅整
備を行う本事業の優先度や必要性は高いと考え
る。
　今後の課題として事業の円滑な執行のため、地
権者に対して説明会を実施していく。

3

2

ランク 二次評価

拡充

継続実施

改善・見直し

抜本的見直し

休止

0

1

2

3

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービス
の相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

市民ニーズ
の把握

0

1

2

3

事業の優先
度（緊急性）

事業の
必要性

事業主体
の妥当性

直接のサービス
の相手方

事業内容等
の適切さ

受益者負担
の適切さ

市民ニーズ
の把握 継続実施

改善・見直し

抜本的見直し

廃止

拡充

継続実施

改善・見直し

抜本的見直し

休止

廃止

休止

廃止

拡充

検証項目の見方
Ａ：事業実施の意義を検証する項目
Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目
Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目

検証項目の見方
Ａ：事業実施の意義を検証する項目
Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目
Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目


